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平成 20 年 12 月期 業績予想の修正に関するお知らせ 
  

最近の業績の動向等を踏まえ、平成 20 年２月 22 日の期末決算発表時に公表しました平成

20 年 12 月期（平成 20 年 1 月 1 日～平成 20 年 12 月 31 日）の通期連結業績予想および通期

個別業績予想を下記のとおり修正いたしましたのでお知らせいたします。 
記 

1．平成 20 年 12 月期通期連結業績予想の修正（平成 20 年 1 月 1 日～平成 20 年 12 月 31 日) 
連結予想数値の修正                                            

 売 上 高

(百万円) 
営業利益

(百万円) 
経常利益

(百万円) 
当期純利益 

(百万円) 
1 株当たり 
当期純利益 

前回発表予想（ A） 54,500 1,800 1,900 850 17 円 08 銭 
今回修正予想（ B） 53,500 1,050 1,150 △200 △4 円 02 銭 
増 減 額（B－A） △1,000 △750 △750 △1,050 ― 
増  減  率 （ ％ ） △1.8 △41.7 △39.5 ― ― 
（ご参考） 
前期実績（平成 19 年 12 月期） 

51,397 908 1,113 649 13 円 05 銭 

 
2．平成 20 年 12 月期通期個別業績予想の修正（平成 20 年 1 月 1 日～平成 20 年 12 月 31 日） 

個別予想数値の修正                                            
 売 上 高

(百万円) 
営業利益

(百万円) 
経常利益

(百万円) 
当期純利益 

(百万円) 
1 株当たり 
当期純利益 

前回発表予想（ A） 37,000 700 900 500 10 円 05 銭 
今回修正予想（ B） 37,000 700 900 △1,100 △22 円 14 銭 
増 減 額（B－A） ― ― ― △1,600 ― 
増  減  率 （ ％ ） ― ― ― ― ― 
（ご参考） 
前期実績（平成 19 年 12 月期） 

36,103 563 844 546 10 円 98 銭 

 



3．修正の理由  
当第 3 四半期連結会計期間につきましては、前年からの製品価格修正活動の成果と継続

的な改善活動である“ＩＣ活動”の展開によって、需要低迷する中で経常利益までは増収

増益となりました。 
しかし、米国金融不安から景気は後退局面入りし、包装製品の需要に一層の低迷が見込

まれる中で、10 月から主原材料である段ボール原紙が再び値上げとなりました。また、

予想を上回る諸資材の高騰もあり、連結業績予想数値に対して減額修正いたします。 
なお、当期純損失の計上につきましては、投資有価証券評価損等を見込んだことによる

ものであります。ただし、投資有価証券の評価は 11 月 13 日の終値を使用して予想して

おり、期末における数値は流動的であります。 
 

以 上 


